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問1、橈骨遠位端の骨折で、遠位骨片は掌側に転位している。遠位橈尺関節は脱臼しているが、手関節に入り込む骨折線は認められない。この骨折は何と呼ばれるか、一つ選べ。

a. Barton骨折

b. Bennett骨折

c. Colles骨折

d. Galeazzi骨折

e. Smith骨折

（解答）e

　橈骨遠位端の骨折は、Colles骨折とSmith骨折があるが、Colles骨折は掌を地面について倒れることにより橈骨遠位端が手背側へ転位し、フォーク状変形となる。Smith骨折は手背を地面について倒れることにより橈骨遠位端が手掌側へ転位する。

a× バートン骨折：橈骨遠位部の関節内骨折である。手関節部で脱臼骨折の像を呈する。

b× ベンネット骨折：第1中手骨基底部における骨折。第1中手骨の遠位骨片は長母指外転筋の筋力により橈背側に牽引され，中手手根関節に脱臼を生ずる．本骨折は整復位保持が困難な骨折として有名．

c× コーレス骨折：全骨折の約10％，よくみられる骨折．

d× ガレアッチ骨折：橈骨の中下1/3の屈曲骨折bending fractureと尺骨遠位端の脱臼を合併するもので，偽関節，橈骨骨折＊の変形治癒，尺骨遠位端の脱臼を残すことがある．

e○

問2、大腿骨頚骨折(広義)に関して正しいのはどれか。一つ選べ。

a. 頸部内側骨折のGardenのStage 2は、頚部が通常外反位にある不全骨折である。

b. 頚部内側骨折のGardenのStage 4は転位の強い完全骨折で骨接合術が選択される。

c. 転子下骨折は頚部外側骨折の大部分を占める。

d. 頚部外側骨折で不安定型の骨折の場合には人工骨頭の適応となることが多い。

e. 頚部外側骨折は全身状態が許せば、たとえ歩行能力が期待されなくても手術適応であることが多い。

（解答）e

a× stage2は完全な骨折であるが、転移がほぼない状態。

b× stage4は転移の強い完全骨折であるが、治療は人工骨頭置換術。

c× 転子下ではなく転子部骨折ではないか。

d× 頸部外側骨折は内側骨折とは異なり、骨癒合は良好であるので内固定術が行われる。

e○ 骨折した状態では疼痛が継続し、QOLが損なわれ寝たきりになることが多い。手術で整復すれば疼痛が何区なる。

問3、脱臼をともなわない骨折はどれか。

1. Monteggia骨折

2. Galeazzi骨折

3. Colles骨折

4. Bennett骨折

5. Boxer骨折

3であればa

5であればb

2,3であればc

3,5であればd

1,3,4であればe

（解答）d

冠名骨折

Colles（コーレス）骨折(橈骨遠位端部骨折)

　頻度も高く、人名のついた骨折の中で最も有名な骨折である。手のひらをついて転倒して受傷する。骨粗鬆症の老人女性に多発する。定型的橈骨遠位端骨折とも呼ばれ、橈骨遠位の骨折は骨折線が掌側から斜め背側近位に向い、末梢骨片は背側に転位する。その為、受傷手はホーク状変形を呈する。この骨折には種々の合併症を伴いやすので安易な治療をしてはいけない。

　合併症としては、尺骨茎状突起骨折、手根骨骨折、正中神経麻痺（手根管症候群）、ズデック骨萎縮、手指の拘縮、長母指伸筋腱断裂、尺骨突き上げ症候群、等があり、それぞれ対応が必要である。手関節を掌屈位（軽度尺屈位）ギプス固定が行われる。指の自動運動を直後から充分行わせて拘縮を予防しなければならない。 

Smith（スミス）骨折（橈骨遠位端部骨折)

　コーレス骨折とは逆の手関節掌屈位で手背をついて転倒したときに受傷する。骨折線も骨片の転位もコーレス骨折とは逆になるので、逆コーレス骨折とも呼ばれる。

ショウファー(Chauffer)骨折(橈骨遠位端部骨折)

　T・V・Y字型の骨折などで関節内に骨折線が走る。一部辺縁部骨折を含む

バートン(Barton)骨折 

橈骨遠位端部骨折で辺縁部の骨折

Bennett（ベネット）（脱臼）骨折

　第１指の骨折は母指の。ベネット骨折は第1中手骨近位端の骨折で手根中手関節部（CMj）の脱臼を伴い、整復位の保持が困難な骨折として有名であり、機能に障害を残す可能性があるので注意が必要である。関節内に三角形の骨片があり、末梢骨片は長母指外転筋に引かれて、中枢側転位脱臼する。治療は、母指牽引しCMjで外転圧迫して整復。キルシュナー鋼線を刺入して固定する 　

　第２指～５指中手骨骨折は比較的治りが良い骨折である。

ローランド（Roland）骨折

　Bennett骨折にみられる掌尺側の小骨片にに加え、背側にも骨片をゆうする。関節包内の稀な骨折。

Monteggia（モンテギア）脱臼骨折

　橈骨骨頭骨折をともなう尺骨骨幹部骨折をMonteggia脱臼骨折と呼び、旧来から有名である。この場合、尺骨は近位中央部１/３の骨折が多く、橈骨の脱臼は前方脱臼が殆どである。尺骨骨折を整復し、髄内釘固定を行えば橈骨の脱臼は殆どの場合整復される。脱臼橈骨骨頭により、橈骨神経が圧迫されて麻痺することがあるので要注意である。

Galeazzi（ガレアッチ）脱臼骨折

　橈骨骨幹部の単独骨折は比較的少ないが、尺骨遠位端（遠位橈尺関節）の脱臼をともなっていることがある。この脱臼骨折をGaleazzi脱臼骨折と予備、又Monteggia脱臼骨折と逆の関係になっているから逆Monteggia脱臼骨折とも呼ばれている。主として保存的な治療が行われる。

ボクサー骨折(中手骨頚部骨折) 

　発生頻度は高い。　しばしば高度の機能障害を残す

外力・骨間筋・虫様筋の作用で背側凸の変形

Malgaigne(マルゲーヌ)骨折 ＝（垂直重複骨折）

　骨盤環骨折で仙腸関節離開や聴骨･仙骨･恥骨が垂直に重複して骨折。

デュベルニー（Duverney）骨折

　Duverney骨折＝腸骨上部の水平骨折

Pott骨折　＝　Dupuytren骨折　ー　外転型骨折

下腿骨遠位端部骨折の果部骨折で

①足関節の外転強制によって距骨が斜位になり

②足関節内側の靭帯が断裂し、または内果の剥離骨折を生じ

③この為、距骨が更に外転し外果の内面に衝突する事によって ④腓骨の外果上方で骨折する。

チロー(Tillaux)骨片)　　Pott骨折で脛骨外面に距骨が衝突して小骨片を生ずる事がありそれをチロー(Tillaux)骨片)と呼ぶ

コットン(Cotton)骨折　＝　三果部骨折

下腿骨遠位端外転骨折において

Ａ

①足関節の外転時に背屈が強制され　

②脛骨下関節面の前縁は距骨と衝突して骨折し

③骨片は前上方に転位し距骨は不全脱臼する

Ｂ

足関節の底屈が強制されると

脛骨関節面後縁が衝突し骨折し

骨片は後上方へ転位し距骨は後方へ脱臼する。

内外果の骨折に遠位脛骨関節面の骨折を合併した物を三果部骨折という。

JONES骨折 

第五中足骨近位骨幹部の骨折での遷延治癒や偽関節に陥りやすい。  

問4、小児上腕骨外側顆骨折に関する記載で、正しいものはどれか。一つ選べ。

a. 肘関節屈曲位で転倒したときにおこりやすい藺

b. 橈骨神経麻痺を合併することが多い。

c. 伸筋にひかれて骨片が回転転位を生じやすく、多くは手術適応となる。

d. 偽関節を形成した場合には原位置に整復して骨移植をすべきである。

e. 骨端成長軟骨部の障害により、内反変形を生じる。

（解答）c

a×　肘関節伸展位

b×　外反肘になると尺骨神経が伸展され、遅発性尺骨神経麻痺が起こる事がある。

c○　

d×　骨片の転位が大きく、関節面が反転したまま保存的治療を行うと偽関節になる。

e×　上腕骨外側顆の成長障害によって外反変形を起こす。

上腕骨外顆骨折は小児における肘の外傷（ケガ）の中で上腕骨顆上骨折に次いでよく見受けられる骨折。
問5、6歳の小児が上腕骨顆上骨折受傷後2時間で来院した。肘関節部の腫脹が高度で橈骨動脈の拍動は微弱であるが、爪床部の血流はよく知覚も正常である。まず行うべき処置はどれか。一つ選べ。

a. 徒手整復後ギブス包帯

b. 徒手整復後直達牽引

c. 観血整復と動脈吻合

d. 筋膜切開と上腕動脈の検索

e. 星状神経節ブロック

（解答）ｂ

【テーマ】 上腕骨顆上骨折

【解説】 Volkmann拘縮の発生防止が最重要。初期治療を誤ると重い機能障害を残す！６Pが認められたときには直ちにギプス・包帯などの圧迫を除去し、状況が悪ければ皮膚切開、筋膜切開を行って減圧する。

(a)×　ギプス固定はVolkmann拘縮を避けるために×。

(b)○　

(c)(d)×　神経断裂か血管損傷が疑われる場合のみ観的治療の適応となる。

(e)×　腋下神経節ブロックの後に徒手整復を行う。星状神経節ブロックではない。

問6、上腕骨外科頚骨折の治療で正しいものはどれか。

1. 正確な整復のため観血的整復が行われる。

2. 大多数は保存的治療により、よい結果が得られる。

3. 骨頭切除がよい。

4. 人工骨頭の適応がある。

5. 神経、血管損傷があれば観血的治療の適応がある。

1が正しければa

2が正しければb

3,4が正しければc

2,5が正しければd

3,5が正しければe

（解答）d

多くの場合は血行がよく骨癒合良好であるため、保存的治療を行う。

腕神経叢・腋窩神経・肩甲上神経の損傷を合併することも多いが、完全麻痺でなければ回復する。

上腕骨近位端骨折は転位骨片の数によってtwo-part, three-part, four-partに分けられ、three, fourは観血的な整復を行う。four-parｔ骨折に関しては骨頭への血流が断たれるため人工骨頭の適応がある。外科頸骨折はtwo-part骨折に分類される。

解答は、2は合っているとして、血管損傷がある場合は手術適応であると考えて、dか。

問7、次の多発肋骨骨折の合併症のうち、奇異呼吸に関係するものはどれか。一つ選べ。

a. 皮下気腫

b. 気胸

c. 血胸

d. 胸壁動揺

e. 開放骨折
（解答）d

正常の呼吸運動とは逆に，吸気時に肺が収縮し，呼気時に肺が拡張することであるが，通常は一側肺にこのような現象がみられ，左右の胸郭で反対の運動が観察される．例えば，交通事故などで肋骨が3本以上，2個所以上骨折し，部分的に胸壁の骨性支持が失われた状態（flail chest）では，吸気時に胸腔内圧が陰圧となるとともに胸壁は内方へ陥入して肺を収縮させ，逆に呼気時には胸壁が外方へ突出する．また開放性気胸で肺が虚脱した際，呼気時には健側肺の呼気が患側肺へ流入して拡張し，吸気時には健側肺に逆の移動が起こる．このように健側，患側の両肺で交互に空気の移動を生じた場合を振子空気pendulum airという．奇異呼吸が高度の場合には早急に治療しないと重篤な呼吸不全をきたし危険である．

問8、小児骨折の特徴として正しいものを二つ選べ。

a. 外傷では脱臼よりも骨折を起こしやすい。

b. リモデリングにより10～15度の屈曲転位は自然矯正される。
c. 骨端線損傷を伴う関節部の骨折では成長障害が必発する。
d. 他動運動により関節拘縮を予防することが重要である。
e. 関節骨折には保存療法が原則である。

f. 保存的治療よりも手術的に固定する方がよい。

（解答）a,b

国試問題をもとに作られたらしく、QBに似た問題がありました。

a○ 小児の骨は柔軟性があるため、また相対的に靱帯・関節包がしっかりしているので脱臼は起こりにくい。

b○ 20度までならばリモデリングによって対応可能である。

c× 程度による。必発ではない。

d× 小児の関節は柔軟性があり、拘縮は起こりにくい。

e× 骨折が関節面に及んだ場合には変形治癒による関節痛・可動域制限・成長障害を来すことが考えられるので手術適応となる。

ｆ× 

問9、80歳女性のX線写真を読み、設問に答えよ。（図１）

問9-1、正しい診断名を一つ選べ。

1. 大腿骨骨頭下骨折

2. 大腿骨転子部骨折

3. 大腿骨転子下骨折

4. 大腿骨頸部内側骨折

（解答）4

問9-2、適切な治療法はどれか一つ選べ。

a. 保存療法
b. 観血的整復内固定術
c. 人工骨頭置換術
d. 人工股関節置換術
e. 観血的整復内固定術と骨移植術の併用

f. 大腿骨頭切除術

（解答）c

右大腿骨頭の内側転位があるので、Garden分類stage3,4である。骨頭壊死や偽関節の頻度が高いので人工骨頭置換術を施行する。

問10、70歳男性の術前と術後のX線写真を読み、設問に答えよ。(術前が手に入りませんでしたすみません。)

問10-1、正しい診断名を一つ選べ。

1. 肘関節亜脱臼

2. モンテジア骨折

3. 肘頭骨折
4. ガレアッチ骨折

5. 橈骨頭骨折
（解答）3

1×　肘関節亜脱臼

2×　Monteggia骨折＝尺骨近位骨折＋橈骨骨頭脱臼

3○　肘頭骨折は上腕三頭筋により離解しやすい。

4×　Galeazzi骨折＝橈骨骨幹部遠位1/3付近の骨折＋尺骨遠位端の背側脱臼（遠位橈尺関節の脱臼）

5×　橈骨頭骨折
問10-2、正しい治療方法を一つ選べ。

1. ギプスによる保存療法

2. 引き寄せ締結法

3. 髄内釘

4. プレート

5. 創外固定

（解答）1

肘頭骨折は直達外力による場合と、上腕三頭筋の牽引力が急激に働いた際に生じる介達外力による場合がある。治療は、転位がある場合には観血的整復内固定術を行う。この画像では、ギプスによる保存療法を行っている。

問11、乳児化膿性股関節炎について正しいのはどれか、一つ選べ。

a. 未熟児には稀である
b. 両側性が多い
c. 起炎菌は緑膿菌が最も多い
d. 仮性麻痺を起こす
e. 牽引療法を行う

（解答）d , e
a×　新生児に多い

b×
c×　黄色ブドウ球菌が多い。
d○　
e○

乳児化膿性股関節炎 arthritis purulenta of the hip 

典拠： 標準整形外科学7版  [71, p.498] 

概念 

黄色ブドウ球菌が起炎菌とする股関節炎であり、新生児に多い。放置すると関節軟骨の消失と関節破壊によって股関 節機能が消失する。 

症状 

おむつ交換時に疼痛があり涕泣する 

股関節の屈曲拘縮 

発育性股関節脱臼 

検査所見 

単純X線所見 

骨頭が亜脱臼位を示し、膿の貯留により関節包の拡張が見られる。 

治療 

早期に抗生剤投与と関節切開にて減圧する。牽引治療によって関節軟骨の温存を図る。

問12、特発性大腿骨頭壊死症について正しいのはどれか、一つ選べ。

a. 大腿骨頚部骨折に続発する
b. アルコール多飲者に好発する
c. 女性ホルモン剤投与は誘因となる
d. 初期の単純X線像で関節裂隙の狭小化がみられる
e. MRIT1強調像でのびまん性の低信号像は特徴的所見である

（解答）b

ステロイドとアルコールがリスク。

a. 特発性ではない。外傷性の大腿骨頭壊死。

b. ○

c. ステロイドは誘因となる。

d. 関節裂隙は狭小化しないことが診断基準となっている。

e. 無反応性壊死の部分は脂肪が残っているために高信号となり、帯状低信号域は壊死域と健常域の間に存在する繊維性修復組織であり、脂肪髄では無くなるために低信号となる。びまん性に低信号とはならない。

問13、高齢者の大腿骨近位部骨折について誤っているのはどれか、一つ選べ。

a. 転倒による受傷が多い.

b. 骨粗髭症が原因となる.

c. 骨頭靭帯は損傷されない.

d. 脱臼を伴うことは稀である.

e. 関節包の外側で骨折すると骨癒合しにくい

（解答）e

a. その通り。

b. その通り。

c. その通り。

d. その通り。

e.× 頸部外側骨折のこと。骨癒合は内側骨折よりもしやすい。

問14、25歳の女性、会社員。長距離歩行後に右足の付け根の痛みを感じるようになった。3ヵ月検診で股関節脱臼を指摘され、バンドによる治療を受けた既往がある。この患者の所見として可能性が低いのはどれか、一つ選べ。

a. Trende1enburg徴候陽性
b. Drehmann徴候陽性

c. 股関節内旋可動域の低下
d. 単純X線像での臼蓋による骨頭被覆の不足
e. 単純X線像でのShenton線の乱れ

（解答）b

b以外は先天性股関節脱臼の所見。

Drehmann徴候陽性：仰臥位で股関節を屈曲させると患側肢が外転していくため、大腿を腹壁に接することができないという所見である。大腿骨頭すべり症に見られる。

Trende1enburg徴候陽性：患肢で片脚起立すると反対側の骨盤が下降し，上体は患側に傾く現象をいう．

問15、7歳の男児。左大腿前面から膝の痛みと破行を主訴に受診。全身状態は良好である。左膝関節には特記すべき所見はないが、左股関節の屈曲可動域が制限されている。下記の診断の中で可能性が高いのはどれか、一つ選べ。

a　大腿骨頚部疲労骨折
b　変形性股関節症

c　化膿性股関節炎

d　Osgood-Schlatter病

e　Perthes病

（解答）e

a. 年齢的に考えにくい。

b. 年齢的に考えにくい。

c. 発熱があり、全身状態良好では考えにくい。また腫脹が見られる。

d. Osgood-Schlatter病：10～15歳の男子に多く認められる，脛骨粗面付近の疼痛を主訴とする疾患である．1903年に Osgood と Schlatter が別々に発表しこの名称が使用されている．原因は脛骨粗面に存在する骨端核＊にかかる機械的牽引力によるものと考えられる．

e. 年齢や症状から可能性が高い。

問16、二次性変形性膝関節症の原因となりうるものを選べ。

1.　骨折

2.　半月板損傷

3.　化膿性関節炎

4.　アルカプトン尿症

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4

（解答）e

一次性が大多数を占めている。二次性には外傷性・化膿性関節炎・関節リウマチ・痛風・先端巨大症・アルカプトン尿症などがあげられる。

問17、関節血症の原因となるものはどれか。

1.　 前十字靭帯損傷

2.　 腓骨頭骨折

3.　 外傷性膝蓋骨脱臼

4.　 色素性絨耗結節性滑膜炎

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4

（解答）a

腓骨は膝関節を構成しない

色素性絨毛結節性滑膜炎

関節・腱鞘・滑液包の滑膜表面に限局性、あるいはびまん性、局所侵襲性の滑膜表層細胞の異常増殖を生じる原因不明の良性疾患。びまん性では繰り返す関節内血腫・疼痛・腫脹を起こす。良性の非転移性主用途考えられている。治療は結節性病変の摘出。

問18、前十字靭帯(ACL)損傷について誤りはどれか。

1.　 スポーツ中の受傷が多い

2.　 大腿四頭筋の過大な自己筋力により断裂する事もある

3.　 陳旧例では膝崩れ(giving way〕が最大の愁訴である

4.　 ほとんどのACL損傷症例では縫合術をおこなえば膝の安定性は回復し、激しいスポーツ活動に復

帰できる

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4

（解答）d

予後に関する記述を見つけられませんでしたが、1,3が正しいのでdが正解です。

問19、半月板について正しいものはどれか。

1.　 半月板の損傷では大腿四頭筋は萎縮する

2.　 前十字靭帯損傷を放置した場合、半月板がしばしば損傷する

3.　 変形性関節症では半月板は侵されない

4.　 半月板はどの部位の損傷であっても縫合術では治癒しないので切除する

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4

（解答）b

半月板損傷によって、関節裂隙圧痛・大腿四頭筋萎縮・弾発・轢音・内反外反強制時痛・可動域制限・水腫が起こる。治療としては、ほとんどの場合は観血的治療である。半月板の辺縁1/4～1/3には血行があるので、縫合によって治療することができる。

1○

2○ 前十字靱帯不全によって不安定性現象が起こり、膝崩れを起こすと二次的に半月板損傷を起こす。

3× 変形性関節症では半月板はおかされる。

4×

問20、変形性膝関節症に関する記述のうち、正しいのはどれか。一つえらべ。

a.　 病態は進行性の関節軟骨変性、摩耗消失であり、骨の増殖性変化はみられない

b.　 中年以降加齢とともに増加し男性に多い

c.　変形性膝関節症は一次性のものが多い

d.　症状は歩行時痛、階段昇降痛、立ち座り動作の痛みが主で、膝深屈曲時の痛みはない。

e.　 外科的治療は人工関節置換術以外にはない。

（解答）c

a.× 骨棘形成が見られる。

b.× 40～50代の女性に多い。

c.○ その通り。二次性には外傷性・化膿性関節炎・関節リウマチ・痛風・先端巨大症・アルカプトン尿症など。

d.× ある。

e.× 保存的治療・高位脛骨骨切術などもある。

問21、変形性膝関節症のX-P所見はどれか。

1.　 関節裂隙の狭小

2.　 前十字靭帯の石灰沈着

3.　 骨疎形成

4.　 軟骨下骨の骨硬化

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4

（解答）a

変形性膝関節症

骨疎形成、関節裂隙の狭小、軟骨下骨の骨硬化とこれに伴うアラインメントの変化が重要。

靱帯への石灰化は外傷後に見られる。

問22、骨芽細胞の細胞膜や核膜に存在しない受容体はどれか。

a.　カルシトニン受容体

b.　副甲状腺ホルモン(PTH)受容体

c.　ビタミンD受容体

d.　エストロゲン受容体

e.　アンドロゲン受容体

（解答）a

カルシトニンは破骨細胞を抑制する。

問23、骨粗鬆症に関する以下の記述で正しいのはどれか。

1.　 閉経による骨粗髭症はエストロゲンの欠乏が原因である

2.　 加齢による骨粗鬆症は成長ホルモンの欠乏が原因である

3.　 骨粗憲症患者の比率は、男性と女性が同程度である

4.　 男女とも40歳代以降、加齢による骨量減少がみられる

5.　 一次性骨粗鬆症では、骨組織の有機質と無機質の割合は変わらない

a. 1,2,3 b. 1,2,5 c. 1,4,5 d. 2,3,4 e. 3,4,5
（解答）恐らくb

1○ エストロゲン低下に伴う骨吸収の亢進と骨形成の低下による骨量の減少。高代謝回転型。

2○ 老人性骨粗鬆症は骨髄からの破骨細胞の供給が減少し、骨芽細胞による骨形成量も低下する低代謝型。はっきりと書いてある記述を見つけられませんでしたが、老化に伴う成長ホルモン分泌減少は関係しているようです。

3× 女性に多い。

4？ 老人性骨粗鬆症では60歳以降に、男女ともに骨量減少が見られるとされる。女性は閉経後から60歳までに骨量減少があり、これが閉経後骨粗鬆症である。しかしデータを見ると、確かに40歳以降で男女とも骨密度が減少を開始している。骨量減少がどの程度のことを指すのかによって正否が変わると思われる。

5○ 

問24、68歳の女性。軽微な転倒の後、右大腿骨頸部骨折を起こし救急車にて受診した。以下のうち、正しいものはどれか。

1.　 この骨折の背景には骨粗鬆症があることが多い。

2.　 閉経による骨粗鬆症はエストロゲンの欠乏が原因であり・骨代謝回転が低下している

3.　 骨粗鬆症患者の比率は、男性と女性が同程度である。

4.　 一次性骨粗鬆症では、骨組織の有機質と無機質の割合は変わらない。

5.　 糖尿病、関節リウマチ、ステロィドの服用などによる続発性の骨粗鬆症を考慮に入れる必要がある。

a. 1,2,3 b. 1,2,5 c. 1,4,5 d. 2,3,4 e. 3,4,5
（解答）c

1. その通り。

2. 骨代謝は亢進している。

3. 女性に多い。

4. その通り。

5. その通り。

問25、次の中で続発性骨粗鬆症の基礎疾患としてよく見られるものはどれか。

1.　糖尿病

2.　関節リウマチ

3.　高血圧

4.　消炎鎮痛剤(NSAID)の服用

5.　ステロイドの服用

a. 1,2,3 b. 1,2,5 c. 1,4,5 d. 2,3,4 e. 3,4,5
（解答）b

甲状腺機能亢進症・性腺機能不全・Cushing症候群・低栄養・ステロイド・メトトレキセート・ヘパリン・廃用症候群・Marfan症候群・骨形成不全症・関節リウマチ・糖尿病・肝疾患などがある。

問26、骨系統疾患に関する以下の記述で正しいのはどれか。
1.　 軟骨無形成症(achondroplasia)の原因遺伝子はI型コラーゲンである。

2.　 骨形成不全症(osteogenesis imperfecta)の原因遺伝子はFGF受容体である

3.　 いわゆるcommon diseaseには遺伝的背景の関与はほとんどない。

4.　Positional cloningとは、染色体の位置情報をもとにして原因遺伝子を同定する方法である。

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4
（解答）d

1× fibroblast growth factor receptor(FGFR3)に異常があるといわれる。（QB P39）

2× 骨芽細胞の異常によりⅠ型コラーゲン形成が不良。原因遺伝子はCOL1A1またはCOL1A2（STEP P256）

3× どのあたりからcommon diseaseといっていいのかわかりかねますが、先天性疾患が多いし、そんなことないんじゃないでしょうか。どちらにせよ、１，２が×で4が○なので3は×

4○ そのとおり。

問27、肩関節脱臼について正しいものはどれか。

a.　肩関節脱臼で最も多いのは前方脱臼である

b.　関節窩周囲の関節唇および下関節上腕靭帯は肩関節の前方安定化に重要である

c.　外傷性脱臼後、若年者ほど反復性脱臼になりにくい

d.　Hill-Sachs lesionとは関節窩前下方の骨軟骨欠損のことである。

e.　脱臼の徒手整復は愛護的に行う必要がある

1. a,b,c 2. a,b,e 3. a,d,e 4. b,c,d 5. c,d,e
（解答）2

a○ 前方脱臼しやすい。ちなみに、その際腋下神経、筋皮神経が損傷されやすい。

b○ そのとおり。

c× 若年者ほど反復性脱臼しやすいので、整復後の指導、経過観察をおこなう。

d× Hiｌｌ-Sachs lesionとは骨頭の後上外側に肩甲下前縁がぶつかり、圧迫骨折がおこってできた陥凹（骨頭後外上側骨欠損）のこと。

E○ まあ、そうでしょう。

問28、転倒後、右上肢の挙上が不可能になった70歳の男性について誤っているものはどれか。

a.　 骨折の可能性は低いのでX線検査は不要である。

b.　 MRIで腱板損傷が認められればなるべく早期に手術を行う。

c.　 腱板のうち最も損傷頻度が高いのは鯨上筋腱である。（鯨上→棘上の間違えでしょう）

d.　 上腕骨近位部骨折は骨粗髭症の患者に生じることが多い。

e.　4 part fractureは保存的治療で骨癒合が得られる場合が多い。

1. a,b,c 2. a,b,e 3. a,d,e 4. b,c,d 5. c,d,e
（解答）2

a× 高齢なので、骨折は疑います。

b× 

c○ 棘上筋腱に最初に発生します。

d○ 上腕骨近位端骨折は、高齢者は骨粗しょう症を有する方、若年者では交通事故などで強い外力を生じた場合。

e× そのままでは骨癒合は望めず、多くは人口骨頭置換術となる。

問29、以下のうちで正しいものはどれか、一つ選べ。

a.　肘関節は生体でもっとも可動域が大きい関節である。

b.　肘の脱臼は軽微な外傷で生じ、小児に多い。

c.　内反肘は上腕骨顆上骨折後の後遺症として生じることがあり、遅発性尺骨神経麻痺の原因になる。

d.　肘内障は小児に起こる輪状靭帯の亜脱臼である。

e.　上腕骨外顆骨折は小児に見られるが、手術が必要になることはない。

（解答）d

a×　肩関節の方が大きいです。

b×　肘関節脱臼は、大人が肘関節伸展位で手をついて倒れたとき起こる。（幼児では上腕骨顆上骨折。）

c×　前半は正しい。遅発性尺骨神経麻痺の原因になるのは、上腕骨外顆骨折。

d○　肘内障は小児が腕を強く引っ張られたときに起こる。橈骨骨頭が輪状靭帯より逸脱する（亜脱臼）。症状としては、肘の痛みを訴えて上肢を動かさなくなる。前腕は回内位。徒手整復で容易に整復される。整復直後から動かしてよい。

e×　骨折が転位しやすく、偽関節や変形治癒をしやすいので、手術が必要となることが多い。

問30、関節リウマチについて正しいものはどれか、一つ選べ。

a.　リウマトイド因子は最終的には100%で陽性になる

b.　関節リウマチの早期には抗リウマチ薬を使用しないほうがよい

c.　リウマチ結節の出現は、頻度は少ないが特異性の高い所見である。

d.　スワンネック変形では、DIP関節は屈曲しPIP関節は過伸展している。

e.　関節リウマチでは手指の尺側偏位を呈することはまれである。

（解答）d

a× そんなことないです。20％位の人は最後まで基準範囲内。

b× 早期から投与することで、将来の関節破壊を予防する。

c×？　リウマチ結節の出現の頻度は約20％。頻度は少ないですね・・・。特異性はどうなんでしょう？皮下小結節は、普通の人にもあったりするだろうし、必ずしも高くないということでしょうか？どっちにしてもdが間違いなく正しいので、cは×。

d○ そのとおりです。

e× 尺側偏位するんですよね。

問31、急性化膿性骨髄炎の好発部位はどこか、一つ選べ。

a　骨幹部

b　骨幹端部

c　骨端部

d　椎間板髄核

e　関節軟骨

（解答）b

急性化膿性骨髄炎は、血行性に感染し、結構の停滞する四肢骨幹端に好発します。起因菌は黄色ブドウ球菌が最多。

問32、関節リウマチの手術について正しいものはどれか。

a.　 大関節の破壊に対しては滑膜切除術が行われることが多い。

b.　 人工関節全置換術は感染のある関節にも適応がある

c.　 手指の伸筋腱断裂に対してはなるべく早期に手術をするほうがよい。

d.　 足関節の破壊に対しては人工関節置換術よりも固定術が選ばれることが多い。

e.　手術の大きな目的は患者のqua1ity of lifeを高めることである。

1. a,b,c 2. a,b,e 3. a,d,e 4. b,c,d 5. c,d,e
（解答）5

a× 大関節の破壊には、人工関節置換術を。滑膜切除術は増殖した滑膜が関節破壊を起こさせないようにする目的なので、破壊前に行います。

b× 人工物なのでこれはまずいですね。

c○ 腱移植や移行術で機能再建します。

d○ 人工関節置換術は、股関節、膝関節に行うことが多い。

e○ 手術の目的は、痛みをとり、関節の破壊と変形を防止し、機能を回復し、最終的にQOL（生活の質）を向上することです。

問33、適切な組合せはどれか。

1.　Guyon管症候群
正中神経

2.　円回内筋症候群
尺骨神経

3.　回外筋症候群

橈骨神経

4.　梨状筋症候群

坐骨神経

5.　足根管症候群

総腓骨神経

a. 1,2 b. 1,5 c. 2,3 d. 3,4 e. 4,5
（解答）d

1×　尺骨神経
2× 正中神経

3○　

4○　坐骨神経が大坐骨切痕から梨状筋下孔を通過し末梢に出る部分をValleix(バレー)の圧痛点といい、坐骨神経(L5S1~S3)の神経根が刺激をうけると痛む。

5× 脛骨神経：麻痺により、足関節底屈不能、足趾底屈不能（つま先立ちができない）

問34、正しいのはどれか。

1.　肘部管症候群では母指対立運動が障害される。

2.　手根管症候群では下垂手となる。

3.　足根管症候群では栂指の背屈が障害される。

4.　尺骨神経管症候群では手指骨間筋の萎縮が生じる。

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4
（解答）d

1× 肘部管症候群は尺骨神経の麻痺を起こします。 母子対立は正中神経です。（橈骨神経だと思っていた人は、教科書を軽く復習しましょう）

2× 下垂手は橈骨神経麻痺。手根幹症候群は正中神経麻痺（祈祷手、猿手）

3× 背屈じゃなくて底屈です。

4○ 手指骨間筋は尺骨神経支配です。

問35、腕神経叢損傷について正しいのはどれか。

1.　上位型損傷では手を握ることが可能である。

2.　軸索反射が消失していれば節前損傷である。

3.　ミエログラムで造影剤の漏出像があれば神経根引き抜き損傷である。

4.　急性期にHorner症候群を認めれば麻痺の予後は不良のことが多い

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4
国家試験の問題そのまま。79C48

（解答）a

2は、軸索反射が喪失していたら、節後損傷です。くわしくはQB P１３９などをみてください。

1○ 上位型はC5,6の損傷。手を握るには、C8T1とかが関与するから、OK。

3○ 神経根引抜があるともれるらしいです。

4○ 予後わるいです。

問36、正しい組合せはどれか。

1.　手根管症候群

正中神経麻痺

2.　肘管症候群

尺骨神経麻痺

3.　猿手


尺骨神経麻痺

4.　下垂手

正中神経麻痺

5.　下垂足

総腓骨神経麻痺

a. 1,2,3 b. 1,2,5 c. 1,4,5 d. 2,3,4 e. 3,4,5
（解答）b

今までので特に解説はいらないと思います。

問37、正しい組合せはどれか。

1.　尺骨神経麻痺

小指の伸展障害

2.　腋窩神経麻痺

肩関節の外転障害

3.　橈骨神経麻庫

手関節の屈曲障害

4.　正中神経麻痺

母指の外転障害

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4
（解答）b

1○　尺骨神経は、小指の屈曲伸展両方を支配する。

2○　腋下神経は三角筋等を支配。

3×　橈骨神経は屈筋を支配しない。

4×　母指の外転は橈骨神経。

問38次の症例につき問いに答よ。

症例：37歳男性　主訴：右下肢痛

6週間前より誘因なく右下肢に違和感を覚えたが放置していた。3週間前より右下肢痛を伴うようになったが数日で一旦軽快した。1週間前に強い痛みが突然右下腿外側に出現。しびれや突っ張り感を伴い、歩行が困難である。身長175cm、体重70kg、体温36.5度。この症例のMRI画像を示す。最も考えられる診断は何か。（図３）

A)硬膜外膿瘍

B)腰椎すべり症

C)特発性側轡症

D)椎間板ヘルニア

E)圧迫骨折

（解答）D

【解説】腰椎椎間板ヘルニア lumber disc herniation

腰椎椎間板ヘルニアでは、腰痛の場合と下肢痛の場合と、それらの混合性の場合があります。この問題では、下肢痛のみが出ています。

好発部位： L4~L5（L5神経根損傷）, L5~S1（S1神経根損傷） この問題では、L4~L5に突出したヘルニア像がみられます。 L5の傷害では、母趾の背屈力の低下がみられます。

好発年齢：20～40歳

診断法として、Vallexの圧痛点(坐骨神経が大坐骨孔より出る部分の圧痛点)、Lasequeテスト(仰臥位にて患者の下腿をもち膝をまっすぐ伸ばしたまま下肢を挙上させると坐骨神経痛が生じる)を覚えておきましょう。

問39、次の症例につき問いに答よ。

症例：72歳女性　主訴：歩行時下肢痛

3ヶ月前より誘因なく、歩行時に両下肢外側の痛みが出現。近所の針灸に通うが症状が悪化し、2ヶ月前より歩行時の痛みにため前かがみでしか歩行できなくなった。10-20秒程度の歩行で両下肢が突っ張り、前かがみになって休まなければならない。体温：36.3度　既往歴：心筋梗塞、糖尿病

この症例のミエログラフィーを示す。最も考えられる診断は何か。（図４）

A)閉塞性動脈硬化症

B)二分脊椎

C)糖尿病性神経症

D)髄膜腫

E)脊柱管狭窄症

（解答）E 

【解説】

間欠性跛行を生じる疾患として、下肢の閉塞性動脈硬化症と腰部脊柱管狭窄症を鑑別として覚えておきましょう。国家試験的には、足背動脈や膝窩動脈が振れるかどうかが鑑別になります。

この問題では、L4~L5あたりで、造影剤の停止がみられます。

腰部脊柱管狭窄症

腰痛と間欠性跛行が特徴。前屈位で軽減する。また、排尿異常や、性機能不全などの陰部症状がでる。

原因として、後天性、変形性のものが主で、変形性脊椎症、黄色靭帯骨化症、椎間関節・黄色靭帯の肥厚、椎間板ヘルニア、脊椎すべり症などが原因となる。

治療として、コルセットの着用による保存療法、疼痛が強固なら、硬膜外ブロックや神経根ブロック。

間欠性跛行や神経症状がひどいとき、脊柱管開窓術といった手術がおこなわれます。

問40、次の症例につき問いに答よ。

症例　35歳　男性

主訴：腰部激痛、下肢筋力低下

作業中、3mの高所から転落した。意識は清明である。腰部激痛のため身動きがとれず救急車で来院した。足の動きが悪く、しびれて感覚がない。CT矢状断再構成画像を示す。この症例の知覚低下範囲について、正しいものを一つ選べ。（図５）

A)下腿以下の知覚が低下している。

B)大腿近位３分の１以下の知覚が低下している。

C)ソケイ部以下の知覚が低下している。

D)へそ以下の知覚が低下している。

E)心窩部以下の知覚が低下している。

（解答）Ｂ

L4の骨がつぶれてますね。L3とL4の間からL3の神経根がでてくるので、おそらくL3にも損傷があるとおもいます。というわけで、L3以下の障害部位である、Bを一応の答えとしておきます。

cf.ヘルニアの場合は、L3~L4の間にヘルニアがあった場合、L3の神経根はL4の椎体よりももっと上で脊髄からわかれるために、影響をうけず、L4の神経根が影響をうけます。ステップを持っている人は、P372の図を見てくれるとわかると思います。

問41、次の症例につき問いに答よ。

症例：68歳女性

主訴：背部痛、両下肢筋力低下

3ヶ月ほど前より、時々背中が痛むことがあった。3日前より激痛となり、昨夜より両下肢の脱力感、しびれ感が出現、進行している。体温37.3度、身長152cm、体重45kg、血液検査上1白血球8000、CRP 2.3であった。この症例のMRI画像を示す。最も考えられる診断は何か。（図６）

A)化膿性脊椎椎間板炎
B)脊椎カリエス
C) 転移性脊椎腫瘍
D) 硬膜外神経鞘腫
E) 硬膜外血腫

（解答）B 

B、Cの鑑別が必要と思います。

一般に脊椎カリエスでは、椎体破壊、椎間腔狭小化、骨硬化像（－）、傍脊柱の膿瘍陰影がみられ、

転移性骨腫瘍では、椎間腔狭小化（－）、Pedicle sign（椎弓根部の溶解）（＋)で判断します。

A× 背中に激痛が起こるが、細菌感染性のものなので、3ヶ月前から時々いたむという経過にあわない。

B○ 椎体の破壊と亀背形成、椎間腔の狭小化（わかりにくいですがプラスととっておきます）、椎体前方に有る膿瘍、炎症産物による脊髄圧迫（Pott麻痺）がみられる。

C×

DE×

問42、次の症例につき問いに答よ。

症例：48歳男性

主訴：歩行困難

8ヶ月前より両足部にしびれを感じていた。3ヶ月前より階段昇降時に不安定感を覚えるようになった。そのころから排尿時に時間がかかるようになった。1ヶ月前より両下肢のしびれが上行し、歩行時のふらつきが強く、支えがないと歩けなくなった。この症例のミエログラフィー後のCT矢状断像を示す。麻痺の原因疾患として最も考えられる診断は何か。（図７）

A)脊椎骨肉腫

B)椎間板ヘルニア

C)後縦靭帯骨化症

D)骨髄腫

E)黄色靭帯骨化症

（解答）C

脊柱管が、後縦靭帯より押され狭小化されているのがわかります。

問43、骨肉腫について誤っているものを1つ選べ。

a.　 好発部位は長管骨骨幹部である

b.　 X線像で骨皮質に垂直なスピクラがしばしば見られる

c.　 遠隔転移は肺に多い

d.　 好発年齢は10歳台である

e.　X線像でCodmman三角がしばしば見られる

（解答）A

a× 長官骨の骨幹端部です。

B○ スピクラ見られます。

C○ 90％が肺にとびます。

D○ 10才代におきます。

E○ そのとおり

問44、類骨骨腫について正しいもの組み合わせを選べ。

1.　 夜間痛が特徴である

2.　 5%程度の患者で二次性軟骨肉腫が発生する

3.　 X線像で骨硬化像の内部にnidusといわれる骨透亮像が見られる

4.　疼痛には消炎鎮痛剤が有効である

a. 1,3,4 b. 1,2 c. 2,3 d. 4 e. 1,2,3,4
（解答）a

1○ 夜間痛が特徴。

2× 悪性化する良性骨腫瘍は（多発性）骨軟骨腫瘍、骨巨細胞腫、（多発性）内軟骨腫のみと考えます。

3○ そのとおり。

4○ アスピリンがきくのも国試的に重要。

問45、Ewing肉腫について正しいものの組み合わせを1つ選べ。

1.　 若年者に多い

2.　 X線像で骨膜反応がしばしば見られる

3.　 遠隔転移は肺に多い

4.　 化学療法が無効である

5.　 放射線療法が無効である

a. 1,2,3 b. 1,2,4 c. 1,2,5 d. 2,3,4 e. 3,4,5
（解答）a

ユーイング肉腫は化学療法・放射線療法に感受性が高いのがポイントです。多剤併用化学療法で、5年生存率は50％以上です。

問46、転移性骨腫瘍について正しいものを1つ選べ。

a.　 骨悪性腫瘍において、癌の骨転移は骨肉腫に次いで多い

b.　 最も発生頻度の高い部位は大腿骨である

c.　 転移性骨腫瘍は硬化性病変よりも溶骨性病変の方が多い

d.　 転移性骨腫瘍の原発部位は、胃・大腸などの消化器が多い

e.　前立腺癌の骨転移では血清アルカリホスファターゼ値が高値を示す

（解答）c e

a× 癌骨転移が最も多い。ついで、骨肉腫、骨髄腫、軟骨肉腫、Ewing肉腫の順。

B× 脊椎・骨盤・大腿骨・上腕骨・肋骨・頭蓋骨の順

c○ そのとおり。硬化性のものは乳がん・前立腺がんです。

d× 男性で肺癌、前立腺癌、腎癌の順。女性で、乳癌、肺癌、子宮癌、甲状腺癌、胃癌の順です。

e○ いろいろネットとか見てもALPも上がるとかいてます。 ちなみにQBp147によると血清酸フォスファターゼ（ACP）があがるらしいです。

問47、次の組織像のうち骨巨細胞腫のものはいずれか。１つ選べ。（図８）

（解答）b

bが骨巨細胞腫なのはすぐにわかります。ですが、a,d,eはいろいろ調べたのですが、はっきりしませんでした。そのうち病理のBSLのときに先生に聞いてみようと思います。

b 多数の破骨細胞型多核巨細胞と単核細胞の増殖をみる。骨巨細胞腫と考えられる。

c 腫瘍細胞間に類骨や骨がみられる。骨肉腫と考えられる。

問48、50歳、男性の脊椎CT像を示す。（図９）

問48-1　C2,3,4レベルに共通して認められる所見はどれか、一つ選べ。

a　前縦靭帯骨化

b　後縦靭帯骨化
c　黄色靭帯骨化

d　棘上靭帯骨化

（解答）b

脊柱管の前方に骨化がみられます。後縦靭帯骨化症です。

問48-2　黄色靭帯骨化の認められるレベルはどこか。

a　C3/4

b　C6/7

c　T7/8

d　T10/11

（解答）d

黄色靭帯は脊柱管の後方にある椎弓の間を結ぶ靱帯です。a,b,cには、脊柱管の後ろには特に怪しい病変はないです。dはあまりはっきりしないですけど、骨化がみられます。

問49、45歳男性、歩行時に右股関節痛がある。エックス線像を示す。診断はどれか。一つ選べ。（図10）

a　関節リウマチ

b　変形性股関節症

c　大腿骨頭壊死

d　大腿骨頸部骨折

e　癌骨転移

（解答）c

このXpでは、帯状硬化像、透過陰影がみられ、関節裂隙の狭小化はみられません。

大腿骨頭壊死の所見です。（100％を持っている人は、P183の図を見ていただくと、わかりやすいと思います）

問50、骨端線損傷のSalter-Harris分類を示す。（図11）

完全な整復が必要である。骨端線を横切る仮骨形成で骨端線が早期閉鎖するので成長障害がおこる。良好な整復が得られない場合に、成長障害が起こりやすいタイプを２つ選べ。

（解答）d , e
Type1 骨端軟骨全部が骨幹端からとれている

Type2 骨端軟骨全部と骨幹端の一部がとれている

Type3 骨端軟骨の一部が骨幹端からとれている

Type4 骨折線が骨端軟骨をつきぬけて骨幹端まで走る

Type5 骨端の一部ないし全部が圧挫されている

1→5に向かってリスクが高くなっていきます。4、5では成長障害が必発です。
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